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予防接種に関する基本的な計画について（案）（第１～第４） 
に関する委員からの意見について（概要） 

 

   

第１ 予防接種に関する総合的かつ計画的な推進に関する基本的な方向 

 

 ○ 予防接種が感染症の予防に貢献した面、ＭＭＲワクチン訴訟など予防接種

により健康被害もあった過去の歴史や反省について記載すべき 

 

○  予防接種で防げる疾病は予防接種で防ぐ（ＶＰＤ）ということを理念と

してしっかり記述すべき 

 

○  予防接種の有効性についても記述して欲しい 

 

○   予防接種は、①個人にメリットをもたらすこと、②社会にメリットをも

たらすことに分けて記述するべき 

 

○  定期接種以外のものも含め広くワクチン一般について検討することを記

述すべきではないか。 

 

○  予防接種の「便益性」は経済的な意味が強いため、より適切な用語を用

いて記述することはできないか 

 

○  ワクチンの安全性・有効性は並列しているのではなく連携しているので、

計画にそれが分かるような記述とするべきではないか 

 

 ○ がん予防ワクチンなどウイルス・細菌性ではない新たなワクチンについて

も、基本計画や分科会で検討をしていくのか 

 

 

 

 

 

 

参考資料３ 
第５回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会 
予防接種基本方針部会 参考資料２ 
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第２ 国、地方公共団体その他関係者の予防接種に関する役割分担に関する事項 

 

【一 国の果たすべき役割】 

○  保健所・地方衛生研究所の役割について明記してはどうか 

 

○  健康被害救済だけ費用負担となっているのはなぜか 

 

○  予防接種の施策はマスメディアの影響も大きい。直接マスコミと書かず 

とも、「その他関係者の役割」として、その役割について盛り込むことを検

討できないか 

 

○  国の役割の中に、ＶＰＤという理念の下で国民を守ることを明記するこ

とが必要ではないか 

 

○  国会において、与野党問わず広く決議された附帯決議の意味は重い。そ

の重みを受け止め、その内容を尊重した計画とするべき 

 

○  国の役割の中に、財政の確保や予防接種の費用負担を講じることを明記

すべきではないか 

 

○  予防接種の効果や意義について、例えば疾患が減少したとか重症例が減

少した等といった感染症対策全体として評価・分析されるアウトカムを記

すことが必要ではないか 

 

○  国の役割の中に、地方自治体では入手が難しい海外からの情報について、

積極的に情報収集・情報提供することを加えて欲しい 

 

○  国の役割の中に、予防接種率や予防接種の実施状況を把握することを明

記するべきではないか 

 

○  本計画の対象となる「使用ワクチン」には、既存ワクチンだけでなく、

混合ワクチンなど、これから開発・導入されていくワクチンも含むという

理解でよいか 

 

○  予防接種の仕組みは、国民や保護者に分かりやすいものであるべきなの

で、国の役割の中に、国民にとって分かりやすい仕組みを目指すこと等を

明記してはどうか 
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○  交付税措置や単価など接種費用が不透明であるため、中味が分かりやす

い財政負担の仕組みを示す必要がある 

 

○  基本計画に、接種方法を加えて欲しい 

 

○  国の役割の中に、副反応の収集・報告についても明記して欲しい 

 

○  基本計画は定期接種に限定したものでなく、任意接種も含まれるという

理解でよいか 

 

  

【二 都道府県の果たすべき役割】 

 

○  都道府県の調査は協力だけでなく、主体的な役割を担うことを追記でき

ないか 

 

○  地衛研の調査業務の中に、予防接種に関する調査も加えることを明記で

きないか 

                

○  市町村では対応が難しい未熟児・小児慢性の子どもに関する情報につい

て、適切に伝達できる仕組みの構築について、明記できないか 

 

○ 都道府県の広域調整について、具体的に何をしてもらうかを絞る必要があ

る。漠然としていては都道府県も理解しにくい 

（例）広域的な連携や協議会・連絡会議の設置 

都道府県を越える案件の調整 

県境にある市町村について、都道府県間の調整 

 

 

【四 医療関係者の果たすべき役割】 

 

○  接種に当たり医学的管理が必要なことを明記する必要がある 

 

○  接種間違い等を防ぐため、接種現場における適切な管理について明記す

るべきではないか 
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○  医療教育や医療研修について継続的に受講する仕組みを明記してはどう

か                

                              

 

【五 ワクチン製造販売業者、卸売販売業者の果たすべき役割】 

 

○  ワクチンメーカーに依存せず、市で対応可能なワクチン供給体制作りが

必要 

 

○  ワクチン価格について、内外価格差や購入者側の適正な相場のあり方の

検討が必要    

 

○  ワクチンに関する調査を国が行うことで、地方にも価格の適正化に向け

た気運が高まる  

 

○  調査済みの委託価格調査の公表を早くして欲しい 

 

○  医薬品の適正な価格については、ＴＰＰのレコメンデーションとの関係

も考慮する必要がある 

 

○  ワクチン価格について、適正な仕組に向けた根拠や評価をする仕組みが

必要ではないか 

 

 

【六 被接種者・保護者の果たすべき役割】 

 

○  被接種者に限らず、一般国民全体で共有する内容ではないか 

 

○  分かりやすい予防接種を目指す仕組みとして、国民に対する情報提供が

あるので、その明記が必要 

 

○  副反応だけでなく、ワクチンによって得られる効果や有効性も明記して

欲しい 

 

○  ワクチンの安全性・有効性について、国家検定による適正管理もあるこ

とを基本計画の中で明記して欲しい 
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第３ 予防接種に関する施策の総合的かつ計画的な推進に係る目標に関する事項 

 

【一 ワクチン・ギャップの解消について】 

 

○  二次提言や附帯決議では４ワクチンの検討について触れているため、ワ

クチン毎に具体的な計画を盛り込む必要があるのではないか 

 

○  ワクチン・ギャップの解消は当面の目標に過ぎず、次のステップとして

ワクチン先進国を目指すくらいの内容が含まれても良いのではないか 

 

○  検討の中で定期接種として続けるか止めるかも判断として入ってくるこ

とを触れる必要がある 

 

【二 接種率の向上について】 

 

○  接種率の向上の他、接種に伴う効果や接種の重要性などの評価も加える

べきではないか 

 

○  単純に接種率向上のみを指標とすると接種一辺倒となり危険なので、安

全性・有効性を踏まえて行う等の加熱しないための抑制策を考える必要が

ある 
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第４ 予防接種の適正な実施に関する施策を推進するための基本的事項 

 

【一 予防接種に係る費用の適正化】 

 

○  ここでいう「適正化」とはいろんな意味を含むため、言い回しには慎重 

を期する必要があるのではないか 

 

【二 健康被害救済制度】 

 

○  例えば定期接種と任意接種で救済に差があること、審査方法、給付金額

など、健康被害制度全体のあり方について検討することを明記する必要が

あるのではないか 

 

○  本制度が導入された経緯や議論を書く必要があるのではないか 

 

 

○  健康被害制度の仕組みや副反応原因究明のチームを作るなど、取組の強

化について明記する必要ではないか 

 

○  健康被害制度に、産科医療補償制度などを参考に無過失責任なども検討

してはどうか ※ただし、異論あり 

 

○  健康被害制度の仕組みの周知は必要。例えば予診表の中に制度の紹介を

盛り込むなどすれば効果的かもしれない 

 

【三 予防接種記録の整備】 

 

○ 接種記録の統一化は悲願なので、マイナンバーと絡めて推進して欲しい 

 

○ 接種記録の整備については、接種率の向上の他に接種事故の防止（接種ワ

クチンの間違い、接種間隔の間違い等）の点からも有効であるので進める

べき 

 

○ 接種記録が分かることでワクチンのムダ打ちも防げ、医療費抑制にも貢献

できるなど、ワクチンの接種歴が分かることは個人にも社会にとっても大

きなメリットがある 

 

 


